
イ
ノ
シ
シ
捕
獲
用
の
罠
を
貸

し
出
し
ま
す
！

「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

固
定
価
格
買
取
制
度
」
が
始

ま
り
ま
す
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く ら し の 情 報
くらしのお知らせや
イベント情報などを掲載します

市役所の電話番号

市役所のホームページ
パ�ソコンから　http://www.city.aso.
kumamoto.jp/
携�帯電話から　http://www.city.aso.
kumamoto.jp/kt/

防 災 情 報 確 認

阿蘇安心安全ネットワークシステム
　▶�https://www.aso-anzen.jp/(パソコン)
　▶�https://www.aso-anzen.jp/

app-frontmb/(携帯電話)
熊本県統合型防災情報システム
　�http://www.bousai.pref.
kumamoto.jp/

熊本県雨量･気象情報（携帯電話）
　http://kumamoto.wni.co.jp/i/

お・・・お知らせ端末の市内局番
　　　　市内局番＋下４ケタ(同番号)

人の動き（H24.3 .31現在)

人口 28,384�人 (前月から111人　�)
男 13,390�人 (前月から��56人　)
女 14,994�人 (前月から  55人　)

世帯数 11,049�戸 (前月から  16戸　)

本庁(総務課)��������☎22-3111 お55・56
内牧支所　　　� ☎32-1111 お55～58
波野支所 ☎24-2001 お24
（水道分室)��� ☎24-2003 お24
財政課 ☎22-3204
企画振興課　 ☎22-3169
情報課　　　� ☎22-3253 お55
税務課　　　　� ☎22-3148 お55・56
（地籍調査係） ☎22-3264
市民環境課　　� ☎22-3135 お55
人権啓発課　　 ☎22-3206
健康福祉課(福祉事務所)�☎22-3167 お55～57
保健センター ☎22-5088 お55・56
高齢者支援課　� ☎22-3145 お55・56
農政課　　　　 ☎22-3274
商工観光課　　 ☎22-3174
建設課　　　 ☎22-3187
下水道課　　　� ☎32-3200 お32・55
会計課　　　　 ☎22-3284
議会事務局　　 ☎22-3279
水道課 ☎22-3196
教育課　　　　 ☎22-3229 お55
監査委員事務局 ☎22-3240
農業委員会事務局 ☎22-3254
選挙管理委員会事務局 ☎22-3239

お
　
知
　
ら
　
せ

　
本
制
度
は
、
太
陽
光
の
余
剰
電
力

に
限
定
し
て
い
る
現
行
の
買
取
制
度

を
他
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
太

陽
光
の
ほ
か
風
力
、
水
力
、
地
熱
、

バ
イ
オ
マ
ス
な
ど
自
然
の
恵
み
を
活

か
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
）
に
も
拡
げ
、

ま
た
高
く
買
い
取
る
こ
と
に
よ
り
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
更
な
る
普

及
を
目
指
す
も
の
で
す
。

　

買
取
の
金
額
や
期
間
に
つ
い
て

は
、再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
種
類
、

設
置
さ
れ
る
形
態
や
規
模
ご
と
に
定

め
ら
れ
ま
す
が
、
設
置
コ
ス
ト
の
実

態
に
合
う
よ
う
に
毎
年
見
直
さ
れ
ま
す
。

　
買
い
取
ら
れ
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
電
気
は
、
皆
様
が
利
用
す
る

一
の
宮
温
泉
セ
ン
タ
ー
の

無
料
招
待
券
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

　
一
の
宮
温
泉
セ
ン
タ
ー
で
は
、
健

康
増
進
等
を
目
的
に
70
歳
以
上
の
方

へ
温
泉
の
ご
招
待
券
を
発
行
し
て
い

ま
す
。招
待
券
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

一
の
宮
温
泉
セ
ン
タ
ー
に
準
備
し
て

あ
り
ま
す
の
で
お
気
軽
に
申
し
出
下

さ
い
。

● 

対
象
者　
阿
蘇
市
在
住
で
平
成
25

年
３
月
31
日
ま
で
に
70
歳
以
上
に

な
ら
れ
る
方

※�

本
人
以
外
の
代
理
受
領
は
で
き
ま

せ
ん
。

●
問
い
合
わ
せ　
高
齢
者
支
援
課　

　
☎
２
２
‐
３
１
４
５

電
気
の
一
部
と
し
て
供
給
さ
れ
る
た

め
、
賦
課
金
は
電
気
料
金
の
一
部
と

位
置
付
け
ら
れ
ま
す
。

　
本
制
度
は
、
７
月
１
日
か
ら
始
ま

り
ま
す
が
、
制
度
に
伴
う
ご
負
担
に

ご
理
解
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

● 

問
い
合
わ
せ　
経
済
産
業
省　
資

源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁　
新
エ
ネ
ル
ギ

ー
対
策
課

　
☎
０
３
‐
３
５
０
１
‐
２
３
４
２

　
阿
蘇
市
有
害
鳥
獣
捕
獲
協
議
会
で

は
、
有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
林
業
へ
の

被
害
軽
減
の
た
め
に
イ
ノ
シ
シ
捕
獲

用
罠
の
貸
出
を
行
い
ま
す
。

● 
貸
出
対
象
者　

　

�

原
則
と
し
て
次
の
要
件
を
全
て
満

た
す
方　
　
　
　
　
　
　
　
　

▼
阿
蘇
市
内
在
住
の
方

▼
農
林
業
で
収
入
を
得
て
い
る
方

▼
罠
の
免
許
を
取
得
し
て
い
る
方

●
貸
出
期
間　
お
お
む
ね
３
か
月
間

● 

問
い
合
わ
せ　
阿
蘇
市
有
害
鳥
獣

捕
獲
協
議
会
（
事
務
局
：
阿
蘇
市

農
政
課
内　
畜
産
林
業
係
）

　
☎
２
２
‐
３
２
７
４



に
つ
い
て
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

●
利
用
で
き
る
方

▼�

お
お
む
ね
35
歳
未
満
の
方
又
は
保

護
者
の
方

▼
学
校
の
進
路
指
導
担
当
の
先
生
方

●
お
手
伝
い
の
内
容

▼�

就
職
に
関
す
る
相
談　

▼
出
張
相
談　

▼�

求
人
に
関
す
る
情
報

提
供
・
求
人
の
開
拓

▼
職
業
適
性　
診
断　

●
相
談
時
間　

　
午
前
10
時
～
午
後
５
時（
平
日
の
み
）

●
問
い
合
わ
せ　

　
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
・
阿
蘇
ブ
ラ
ン
チ

　
☎
２
２
‐
８
１
７
８

来
春
卒
業
予
定
者
を
採
用

す
る
た
め
の
求
人
説
明
会

広報 あそ 2012.0523

　
県
で
は
、
引
き
続
き
阿
蘇
地
域
振

興
局
総
務
振
興
課
内
に
「
ジ
ョ
ブ
カ

フ
ェ
・
阿
蘇
ブ
ラ
ン
チ
」
を
開
設
し

て
い
ま
す
。
就
職
に
関
す
る
ご
相
談

若
い
方
の
仕
事
探
し
を

お
手
伝
い
し
ま
す
！

相
談
・
説
明
会

自
動
車
税
に
つ
い
て

■ 

自
動
車
税
の
納
付
は
５
月
31
日

　
ま
で
に
！

　
自
動
車
税
の
納
税
通
知
書
を
５
月

初
め
に
お
送
り
し
て
い
ま
す
。
納
期

限
の
５
月
31
日
木
ま
で
に
、
最
寄
り

の
金
融
機
関
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
、
県
地
域
振
興
局
税
務
課
、
熊

本
県
税
事
務
所
、
自
動
車
税
事
務
所

で
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

■ 

環
境
へ
の
配
慮
か
ら
自
動
車
税
の

税
額
が
増
減
さ
れ
ま
す
！

　
環
境
へ
の
配
慮
か
ら
、
排
気
ガ
ス

や
燃
費
性
能
が
優
れ
た
環
境
負
荷
の

小
さ
い
自
動
車
（
新
車
）
は
登
録
の

翌
年
度
の
自
動
車
税
が
軽
減
さ
れ
、

一
定
年
数
を
経
過
し
た
環
境
負
荷
の

大
き
い
自
動
車
は
自
動
車
税
が
加
算

さ
れ
ま
す
。

※�

平
成
24
年
度
に
自
動
車
税
が
加
算

さ
れ
る
自
動
車

▼
ガ
ソ
リ
ン
・
Ｌ
Ｐ
Ｇ
車

　

�

平
成
11
年
３
月
31
日
以
前
に
新
車

新
規
登
録
さ
れ
た
自
動
車

▼
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車

　

�

平
成
13
年
３
月
31
日
以
前
に
新
車

新
規
登
録
さ
れ
た
自
動
車

● 

問
い
合
わ
せ　

　
熊
本
県
阿
蘇
地
域
振
興
局
税
務
課

　
☎
２
２
‐
４
５
２
７

水
俣
病
被
害
者
の
救
済
に
係

る
説
明
会
・
個
別
相
談
会

　
県
で
は
、
水
俣
病
被
害
者
の
方
に

対
す
る
救
済
の
申
請
を
平
成
24
年
７

月
31
日
火
ま
で
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
救
済
の
対
象
と
な
る
方
は
、
か

つ
て
水
俣
湾
又
は
そ
の
周
辺
水
域
の

汚
染
さ
れ
た
魚
な
ど
を
た
く
さ
ん
食

べ
た
方
の
う
ち
、
両
手
足
の
先
な
ど

に
一
定
の
感
覚
障
が
い
が
認
め
ら
れ

る
方
で
す
。
救
済
の
対
象
と
な
っ
た

方
に
は
、
水
俣
病
被
害
者
手
帳
が
交

付
さ
れ
、
一
時
金
や
療
養
手
当
等
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
既
に
亡
く
な
ら
れ
た
方
に

つ
い
て
の
申
請
に
つ
い
て
も
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

　
県
内
で
説
明
会
及
び
相
談
会
を
５

月
14
日
か
ら
18
日
ま
で
行
い
ま
す
の

で
、
日
時
や
会
場
に
つ
い
て
は
左
記

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

　
熊
本
県
水
俣
病
保
健
課

　
☎
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
３
０
６

　
平
成
25
年
３
月
に
中
学
校
・
高
校

卒
業
予
定
の
者
を
募
集
す
る
に
は
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
が
開
催
す
る
求
人
説

明
会
へ
の
参
加
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
昨
年
度
、卒
業
後
に
学
校・ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
の
紹
介
に
よ
り
就
職
し
た
生

徒
の
う
ち
、
約
半
数
が
阿
蘇
地
域
以

外
の
会
社
に
就
職
し
、
こ
の
状
況
が

続
く
と
地
域
経
済
の
衰
退
に
つ
な
が

り
か
ね
ま
せ
ん
。

　
つ
き
ま
し
て
は
左
記
の
と
お
り
説

明
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
、
若

者
に
雇
用
の
場
を
提
供
す
る
た
め
に

も
是
非
と
も
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

●
と
き　
６
月
７
日
木　

　
午
後
２
時
～
４
時

　
（
午
後
１
時
30
分
受
付
開
始
）

●
と
こ
ろ　
か
ん
ぽ
の
宿　
阿
蘇

●
問
い
合
わ
せ　

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
阿
蘇　

　
☎
２
２
‐
８
６
０
９

平
成
24
年
度
調
理
師
試
験

●
試
験
期
日　
８
月
31
日
金　

●
試
験
会
場　
東
海
大
学　
熊
本
校
舎

● 

受
験
資
格　
中
学
校
卒
業
程
度
で
、

飲
食
店
や
給
食
施
設
な
ど
で
２
年

以
上
の
調
理
業
務
従
事
経
験
の
あ

る
方

● 

願
書
配
布　
５
月
中
旬
か
ら
各
保

健
所
、
県
庁
健
康
づ
く
り
推
進
課

な
ど
で
配
付

● 

願
書
受
付　
６
月
18
日
月
か
ら

　
６
月
22
日
金
ま
で

● 

提
出
先　
熊
本
市
居
住
者
→
熊
本

市
保
健
所
、
熊
本
市
外
の
県
内
居

住
者
→
県
保
健
所

● 

問
い
合
わ
せ　

　
熊
本
県
健
康
づ
く
り
推
進
課

　
☎
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
２
５
２

試

験



る
阿
蘇
山
と
、
頻
発
す
る
地
震
に
多

少
な
り
と
も
関
心
を
お
持
ち
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
？
そ
こ
で
大
地
震
と

火
山
活
動
に
関
す
る
最
新
の
科
学
情

報
を
提
供
す
る
た
め
、
以
下
の
と
お

り
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
と
き　
６
月
２
日
土

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～

● 

と
こ
ろ　
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー（
宮
地
）

●
内
容

▼
講
演　
須
藤　
靖
明
氏

　
（
阿
蘇
火
山
博
物
館
顧
問
）

▼
演
題　
「
自
然
現
象
と
災
害
」

●
入
場
料　
無
料

●
問
い
合
わ
せ　

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
阿
蘇
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

☎
０
８
０
‐
１
７
６
８
‐
４
４
５
８

　
今
後
起
こ
り
う
る
中
岳
の
噴
火
や

地
震
災
害
に
ど
の
よ
う
に
対
処
す
る

べ
き
か
を
考
え
、
市
民
の
防
災
意
識

の
向
上
を
図
る
た
め
、
次
の
と
お
り

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。
市

民
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

●
と
き　
５
月
25
日
金

　
　
　
　
午
後
１
時
～
４
時
30
分

●
と
こ
ろ　
阿
蘇
火
山
博
物
館

●
内
容　

「
富
士
山
、
阿
蘇
、
そ
し
て
日
本
の
活
火
山
」
展 

火
山
と
防
災
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

～
阿
蘇
か
ら
火
山
防
災
を
考
え
る
～

イ
ベ
ン
ト
・
催
し

広報 あそ 2012.05 24

く ら し の 情 報

広告

熊本県では、水循環の一部をなし、県民の生活と経
済活動を支える地域共有の貴重な資源である地下

水の水質・水量の問題発生を未然に防止し、事業者、県
民、行政の協働により地下水を守り抜くため、熊本県地
下水保全条例の一部が改正されました。
主な改正点は次のとおりです。
①地下水を「公共水」として位置付けます。
②対象化学物質の使用の抑制等を努力義務とします。
③水質事故時の公表について規定します。
④�対象事業場等の施設の定期点検・整備を努力義務とし
ます。
⑤硝酸性窒素等汚染対策の推進を規定します。
⑥�一定規模以上（重点地域（熊本地域を想定）:揚水機
本体の吐出口の断面積が 19c㎡（直径約 5cm）超、
重点地域以外の地域 :同125c㎡（直径約12.8cm）超）
の地下水採取に対し許可制を導入します。
⑦�重点地域内で吐出口の断面積が19c㎡を超える自噴
井戸による地下水採取に対し届出制を導入します。
⑧�地下水採取の届出期限を現行の地下水採取の7日前
から30日前に見直します。
⑨�許可対象者に節水・水利用合理化の取組みを求めるな
ど地下水の合理的な使用に関する対策を規定します。
⑩�許可対象者に地下水採取量に応じた涵養対策を求める
など地下水の涵養に関する対策を規定します。
⑪地下水採取の許可制導入等に伴い罰則を追加します。
①～⑤の項目に関しては平成２４年４月１日から施行さ
れており、⑥～⑪の項目に関しては、平成２４年１０月
１日からの施行が予定されています。
　条例改正に伴う具体的な手続き等については、今後、
説明会等が開催される予定です。
●問い合わせ　熊本県環境立県推進課
　　　　　　　☎０９６‐３３３‐２２７２

熊本県地下水保全条例の一部が改正されました

▼�

基
調
講
演　
荒
牧�

重
雄
氏

　

(

東
京
大
学
名
誉
教
授)

▼
講
演　
池
田　
浩
氏

　
（
内
閣
府
防
災
エ
キ
ス
パ
ー
ト
）

▼
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　

�

京
都
大
学
、
熊
本
大
学
、
熊
本
県

防
災
関
係
部
署
、
阿
蘇
市
防
災
関

係
部
署

●
入
場
料　
無
料（
要
事
前
申
込
）

● 

問
い
合
わ
せ　
㈶
阿
蘇
火
山
博
物
館

☎
３
４
‐
２
１
１
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阿
蘇
火
山
を
も
っ
と
知
ろ
う
！

　

昨
年
起
き
た
「
東
日
本
大
震
災
」

以
来
、
市
民
の
皆
さ
ま
は
地
震
の
み

な
ら
ず
日
本
有
数
の
活
火
山
を
有
す
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